
- 1 -

２０年度 事業計画

私たち神奈川区社会福祉協議会の活動展開の核である「地域福祉活動計画」が

１８年度末に策定され、１９年度はその策定初年度として「推進体制・推進方法」

「芽だし事業への取り組み」といった「はじめの一歩」を踏み出しました。

また、地区単位での取り組みとして「地区福祉活動計画」の策定を２１地区の

社会福祉協議会と共に準備に入りました。その走り出しとして「子安通１丁目」

「大口七島」の２地区を先行モデル地区として選出させていただき、それぞれの地域

特性、地域事情等を踏まえた計画作りを通して、生活課題や住民課題への解決を一

緒に考えるという大切な時間を共有してきました。

平成２０年度は活動計画２年目として、計画全体として「具体的な動きが明確に

表れる年」を目標とし、又、区社会福祉協議会主幹事業についてはそれぞれの動き

に活動計画の精神や姿勢がちりばめられた展開として、地域のみなさまと共に歩む

「福祉のまちづくり」を推進していきます。

区社協活動の目的

☆１人の１００歩より、１００人の１歩」の積み上げ☆

「神奈川区２２万人ネットワ－ク」への推進
～ともに歩み出していくために～

区社協活動重点項目

（１）地域福祉活動計画策定２年目の挑戦

①活動計画全体推進第一段階である「計画の周知」の成果と評価

②テイクオフ事業（芽だし）の実施等による具体的な成果物の実現

③全体推進第二段階である「実践」への円滑な準備、そして移行

（２）新しい地区社協支援への挑戦

①２１地区社協の実績主義の考え方による「具体的な実践」支援

②上記の核となる「地区活動計画」策定の為のモデル地区密着型支援

③地区社協分科会でのテ－マ別課題検討の充実

④地区財源確保活動の実践

（３）意識した社協ＰＲへの挑戦

①区域、地区域を意識したＰＲ、広報力の強化及び実践

②区社協だより（年１回発行）並びに区社協ホ－ムペ－ジの内容充実

③企業・団体向け社協ＰＲを中心とした会員拡充活動
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区社協主要事業項目

（１）ボランティアセンタ－再発進

①ボランティア育成

幅広い世代を対象に精神保健ボランティア講座等の実施により、次代

を担うボランティアの発掘、育成を図る。

②拠点運営に絡めたボランティア相談・援助活動

（ア）日常的ボランティア相談、需給調整等の実践

（イ）ボランティア情報提供の拡充

（ウ）ボランティア連絡会との有機的連携

③災害ボランティア関連

行政の災害時救援活動への協力

④ボランティアセンタ－ＰＲ活動の強化

企業、団体も含めた全地域向けボランティアセンタ－機能のＰＲ

（２）福祉教育手厚い支援強化

①中高生対象の夏休みサマ－スク－ル（体験学習）の実施

②小・中・高校、大学生並びに地域団体などへの福祉教育支援活動

③企業・団体を意識した福祉教育アプロ－チ活動

（３）あんしんセンタ－事業の信頼度向上

①契約利用者への定期訪問による生活支援充実

②あんしんセンタ－機能の多方面へのＰＲ

③地域包括支援センタ－等関連機関との実質的な連携強化

（４）障害児（者）支援活動ステップアップ

①学齢障害児余暇支援事業の向上

②障害者の日キャンペ－ン事業の実施

③区心連、区作連、活動ホ－ム、グル－プホ－ム等との連携・強化

（５）子育て支援活動の充実

①はぐはぐ神奈川への運営支援、管理移行準備

②子育てサポ－トシステムの実践

（６）外出支援・送迎サ－ビス事業の展開

道路運送法第７９条にもとづく社会参加支援事業の実施
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（７）生活支援貸付事業

①生活福祉資金貸付事業の実施

②小災害緊急援護事業の実施

③低所得者への法外援護事業実施

（８）善意銀行寄付金並びに共同募金配分金の配分基準の見直し

①神奈川助成金設置に係わる善意銀行配分枠の設置

②共同募金配分金の配分基準の見直し

（９）区社協組織強化

①新部会・分科会の効果的な開催

②理事会・評議員会・三役会並びに各種委員会の役割を生かした実施

③事務・会計処理の合理化・迅速化（エレトリックバンキング等）と

法人運営の適正管理

（１０）福祉保健活動拠点「は～と友」等の発展的な運営

①指定管理者として 「は～と友」の利用者である福祉活動者への満足度、

の高い効果的な運営の実施

②拠点業務としてのボランティアセンタ－業務の充実的な推進

（１１）地域福祉関係団体の事務局機能の実施

各団体の自主・独立性を尊重し、更なる発展のため、基本活動の充実と

ともに「組織のあり方検討」に積極的に具体に取り組む。

①神奈川県共同募金会横浜市神奈川区支会

②日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部神奈川区地区委員会

③神奈川保護司会

④神奈川区遺族会


